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［ ア ントキノシ ツ ギ］
公 園 の 整 備 は 今 後どうする？ 　 外２件 　

［ 拝 啓 　 委 員 会 も や って い ま す］

月刊『 広 報 』 に 掲 載 さ れ ました

議員定数決着！
13 名を維持 ‼

議 会だよりしらぬか h i r a n u k a

う
れ
し
い

　
　

た
の
し
い

　
　
　
　

 

久
遠
塾

［ 定 数 特 委 中 間 報 告］　 ！

！
！



［
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告
］

８
月
16
日
に
開
催
し
た
第
７
回

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員

会
に
お
い
て
、
来
年
春
の
改
選
で
の

定
数
は
現
状
維
持
の
13
名
、
報
酬
及

び
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
継
続
協

議
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
９
月
定

例
会
で
石
田
委
員
長
が
中
間
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
「
人
口
減
少
が
続
く

状
況
か
ら
減
員
す
べ
き
」「
現
行
1

名
欠
員
し
て
い
る
が
議
会
運
営
に
支

障
は
な
い
」
と
い
う
減
員
を
求
め
る

意
見
と
、「
多
方
面
か
ら
議
員
が
出

て
く
る
必
要
が
あ
る
」「
将
来
議
員

を
目
指
す
人
の
た
め
に
間
口
を
確
保

す
る
」
と
い
う
現
状
維
持
の
意
見
に

分
か
れ
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
〝 

議
員
定
数
の
現
状

維
持
か
減
員
か 

〟
を
起
立
方
式
に

よ
り
採
決
し
、
起
立
総
数
９
人
（
富

田
議
長
、
石
田
委
員
長
除
く
。
１

名
欠
席
）
で
、「
現
状
維
持
」
の
賛

成
者
が
６
人
と
な
り
過
半
数
を
超
え

た
こ
と
か
ら
、
議
員
定
数
は
「
現
状

維
持
」
の
現
行
13
人
で
決
定
し
ま
し

た
。

　

次
い
で
議
員
報
酬
、
政
務
活
動
費

に
つ
い
て
の
意
見
、
採
決
方
法
を
求

め
ま
し
た
が
、「
議
論
不
十
分
」
と

い
う
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

12
月
以
降
の
定
例
会
に
向
け
て
継
続

協
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
委
員
会
は
傍
聴
者
が
16
名

（
新
聞
２
社
含
む
）
来
場
す
る
な
ど
、

議
員
定
数
等
に
対
す
る
町
民
の
関
心

の
高
さ
を
う
か
が
い
知
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
今
後
の
報
酬
及
び
政
務
活

動
費
の
調
査
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

議
員
定
数
は
現
状
維
持
。

報
酬
・
政
務
活
動
費
は
継
続
協
議
。

改選まで残り半年

待ち望まれる新人議員

議
員
定
数
が
現
状
維
持
の
13
名

で
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
昨
年
７
月
以
来

１
名
欠
員
と
な
っ
て
い
る
現
状
か

ら
、
来
年
の
改
選
で
新
た
な
候
補
の

出
馬
が
嘱
望
さ
れ
ま
す
が
、
な
り
手

不
足
は
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
解
消
は
本
町
に
お
い
て
も

高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

な
り
手
不
足
の
要
因
に
つ
い
て

は
、
議
会
に
対
す
る
関
心
の
低
さ
、

議
員
年
金
の
廃
止
に
よ
る
社
会
保
障

の
低
下
、
兼
業
の
難
し
さ
等
が
挙
げ

ら
れ
、
こ
の
中
に
は
国
に
よ
る
法
律

改
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
改
善
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
議
会
活
動

を
少
し
で
も
理
解
し
、
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
今
号
で
は
議
員

活
動
の
一
端
や
報
酬
額
を
掲
載
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
来
春
の
選

挙
に
一
人
で
も
多
く
の
議
員
候
補
者

が
現
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
公
務
っ
て

　

ど
の
く
ら
い
？

　

議
員
の
公
務
で
一
番
知
ら
れ
て
い

る
の
が
年
四
回
の
定
例
会
の
審
議
だ

と
思
い
ま
す
が
、
定
例
会
以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
定
例
会
（
本
会
議
）

　

条
例
に
よ
り
、
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
の
年
４
回
、
定
例
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

各
２
～
４
日
程
度
の
日
程
で
審
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
臨
時
会
（
本
会
議
）

　

緊
急
を
要
す
る
案
件
が
で
て
き
た

場
合
に
、
臨
時
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

●
常
任
委
員
会

　

本
会
議
で
審
議
す
る
ほ
か
、
町
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
調
査
等

を
行
う
た
め
、
総
務
文
教
・
産
業
厚

生
の
二
つ
の
委
員
会
を
設
置
し
、
議

員
は
ど
ち
ら
か
の
委
員
会
に
所
属
し

て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
特
別
委
員
会

　

予
算
や
決
算
、
議
会
広
報
の
発
行

等
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
を
組
成
し
、

調
査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
研
修
・
視
察

　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
等
が
主

催
す
る
研
修
会
に
参
加
す
る
ほ
か
、

視
察
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議会の行方

●
議
員
報
酬
っ
て

　

ど
れ
く
ら
い
？

　

議
会
活
動
に
対
し
、
月
額
報
酬

と
年
２
回
の
手
当
て
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
ま
た
用
務
場
所
ま
で
片
道

２
キ
ロ
以
上
の
距
離
を
自
家
用
車

で
移
動
す
る
場
合
は
、
キ
ロ
当
た

り
37
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、「
議
員
は
辞
め
た
ら
退

職
金
が
貰
え
る
ん
で
し
ょ
？
」
と

い
う
声
を
稀
に
お
聞
き
し
ま
す

が
、
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
退
職

金
の
制
度
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

表２　議員報酬一覧

内　容 開催日数（H29）

定例会 10 日

臨時会 2 日

常任委員会
総務文教８日
産業厚生５日

特別委員会
予算　　　２日
決算　　　３日
議会広報   ８日

研修・視察 ７日

表１　主な公務一覧

　このほか、議会運営委員会等も
あり、所属によってさまざまです
が、 おおよそ 年間 30 ～ 60 日程
度（延べ日数）の公務となります。
※議会だより 139 号参照

役　職 月額報酬
手当て

（4.4 カ月分）
合計

議　長 295,000 円 1,298,000 円 4,838,000 円

副議長 237,000 円 1,042,800 円 3,886,800 円

委員長 212,000 円 932,800 円 3,476,800 円

議　員 186,000 円 818,400 円 3,050,400 円

維
持　

40
代
、
50
代
の
若
い
世
代
に

多
く
出
て
き
て
欲
し
い
。
今
は
間
口

を
狭
め
る
べ
き
で
は
な
い
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
折
出
征
清
）

維
持　

現
状
一
人
少
な
く
て
も
問
題

な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
12
人

で
一
人
少
な
い
分
を
頑
張
っ
て
き
た
。　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

   （
立
石　

巧
）

維
持　

定
数
削
減
が
議
会
改
革
で
は

な
い
。
有
権
者
数
は
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て

お
ら
ず
、
減
員
は
来
期
以
降
で
考
え

る
べ
き
。　　
　
　
　

 　
（
中
村
仁
志
）

維
持　

人
口
は
極
端
な
減
り
方
で
は

な
い
。
も
っ
と
町
民
の
中
に
入
っ
て
い
く

よ
う
な
報
告
会
等
を
積
極
的
に
行
え

ば
よ
い
と
思
う
。　
　
　

  （
鎌
田
民
子
）

維
持　

次
の
人
達
が
出
や
す
い
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
多
方
面
か
ら
議
員
が
出
て
く

る
必
要
も
あ
る
。　　

   （
山
吉
公
徳
）

維
持　

欠
員
が
続
い
た
の
は
補
欠
選

挙
が
な
か
っ
た
か
ら
。
も
う
一
人
病
気

等
で
い
な
く
な
っ
た
時
の
事
を
考
え
る

と
現
状
維
持
。　
　
　
（
小
池
憲
一
）

減
員　

客
観
的
に
考
え
て
１
名
減
で

も
全
然
問
題
な
い
。
た
だ
、
あ
ま
り

減
ら
す
と
町
民
意
見
を
反
映
さ
せ
る

事
が
難
し
く
な
る
。　   （
中
河
敏
史
）

減
員　

12
名
で
結
構
な
年
数
を
や
っ
て

き
た
。
人
口
減
少
を
見
据
え
た
上
で
、

出
来
る
事
な
ら
１
、
２
名
は
減
ら
し
た

方
が
良
い
。　
　　
　

   （
岡
嶋
賢
悟
）

減
員　

１
名
少
な
い
状
況
で
も
何
も

問
題
が
な
か
っ
た
。
人
口
も
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。
町
民
の
大
多
数
の
意
見

は
減
員
。　
　

   　
　
　
（
福
地
裕
行
）

定数の採決結果と主な意見

現状維持　６人減員　　　３人

●
会
議
・
行
事

　

議
長
・
副
議
長
・
各
委
員
長
は
、

公
務
と
し
て
町
内
外
の
会
議
や
行
事

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
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問
改
修
工
事
の
具
体
的
な
場
所
は
。

答
太
陽
光
発
電
施
設
の
向
か
い
側
。

（
左
記
図
面
の
色
付
き
部
分
）

問
工
事
費
用
１
億
５
０
０
０
万
円
に

つ
い
て
、
産
炭
基
金
８
６
２
０
万
円

を
充
当
し
た
残
り
の
財
源
は
。

答
現
段
階
で
は
一
般
財
源
に
よ
り
対

応
す
る
が
、
起
債
充
当
に
つ
い
て
北

海
道
と
協
議
中
で
あ
り
、
対
応
が
可

能
と
な
れ
ば
財
源
を
振
り
替
え
る
。

問
産
炭
基
金
の
運
用
は
平
成
30
年
度

で
終
了
す
る
が
、
来
年
度
以
降
の
工

事
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
国
土
交
通
省
の
起
債
に
よ
り
事
業

の
促
進
を
図
る
。

　

本
年
８
月
28
日
に
入
札
執
行
し
た

庶
路
小
学
校
解
体
工
事
の
請
負
契
約

の
締
結
。

問
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。　
　

 

①
入
札
参
加
企
業
の
数
は
。　
　

 

②
一
般
競
争
入
札
で
は
な
く
指
名
競

争
入
札
に
し
た
経
緯
は
。　
　

 

③
中
学
校
の
解
体
と
比
較
し
て
費
用

が
高
額
な
理
由
は
。

答
①
町
内
３
社
、
町
外
２
社
の
合
計

５
社
。

②
発
注
内
容
、
技
術
力
等
を
勘
案
し

て
指
名
競
争
入
札
と
し
た
。

③
中
学
校
と
比
較
し
て
基
礎
に
埋
設

し
て
い
る
杭
の
本
数
が
多
く
、
長
さ

も
中
学
校
の
も
の
よ
り
長
い
た
め
。

問
落
札
率
は
。

答
94
・

７４
％
。

問
財
源
内
訳
は
。

答
中
学
校
分
と
合
わ
せ
て
国
庫
支
出

金
が
１
億
３
８
８
７
万
１
千
円
、
地

方
債
が
１
億
７
４
９
０
万
円
、
一
般

財
源
が
１
９
５
１
万
７
千
円
。

（
工
事
費
以
外
の
費
用
含
む
合
算
）

問
解
体
費
用
の
う
ち
廃
棄
物
処
理
に

か
か
る
金
額
は
。

答
２
３
３
０
万
円
程
度
。

　

本
年
８
月
28
日
に
入
札
執
行
し
た

庶
路
中
学
校
解
体
工
事
の
請
負
契
約

の
締
結
。

問
落
札
率
は
。

答
94
・
89
％
。

問
予
算
額
は
ど
う
積
算
し
た
の
か
。

答
北
海
道
の
単
価
や
公
的
な
積
算
資

料
を
使
用
し
、
そ
れ
で
も
対
応
で
き

な
い
場
合
は
３
社
か
ら
見
積
も
り
を

徴
取
し
て
算
定
し
て
い
る
。

　　　　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い
て
、

農
業
者
へ
支
払
わ
れ
る
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
で
４
４
０
６
万

円
、
冬
期
間
の
除
雪
費
用
で
８
０
０

０
万
円
、
釧
白
工
業
団
地
内
の
排
水

路
改
修
工
事
で
１
億
５
０
０
０
万
円
、

消
防
庁
舎
の
移
転
改
築
に
伴
う
実
施

設
計
費
用
で
５
０
０
０
万
円
等
、
合

計
３
億
５
９
９
４
万
３
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
96
億
４
０
７
４
万

３
千
円
と
し
ま
し
た
。

問
農
地
７
.
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
半
年

借
り
上
げ
る
費
用
と
し
て
約
15
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
借
り
上
げ

期
間
は
な
ぜ
半
年
な
の
か
。

答
現
在
農
業
法
人
が
借
り
受
け
て
い

る
土
地
で
あ
り
、
合
意
解
約
後
の
10

月
か
ら
年
度
末
の
３
月
ま
で
町
が
借

り
受
け
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

質
疑
・
答
弁

◆
冬
期
間
の
除
雪
費
用
と
し
て

８
０
０
０
万
円
を
補
正

◇
蔬そ
菜
生
産
を
推
進
す
る
た
め

　
の
農
地
借
り
上
げ

◇
釧
白
工
業
団
地
内
の
排
水
路　

　
改
修
工
事

◆
庶
路
小
学
校
解
体
工
事

　
（
２
億
２
４
６
４
万
円
）

◇
庶
路
中
学
校
の
解
体
工
事

　
（
１
億
５
８
４
万
円
）

解体中の庶路小学校

質
疑
・
答
弁

　

本
年
８
月
28
日
に
入
札
執
行
し
た

役
場
庁
舎
及
び
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
照
明
器
具
更
新
工
事
の
請
負
契
約

の
締
結
。

問
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
っ
て
電
気
料
金
は

ど
の
程
度
削
減
に
な
る
の
か
。

答
一
昨
年
か
ら
町
内
の
街
路
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

料
金
が
三
分
の
一
程
度
に
な
っ
て
い

る
の
で
同
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
落
札
率
は
。

答
落
札
率
は
94
・
50
％
。

問
財
源
内
訳
は
。

答
省
エ
ネ
設
備
等
導
入
工
事
の
１
と

２
を
合
わ
せ
た
内
訳
と
し
て
、
国
か

ら
の
補
助
金
が
９
３
６
８
万
５
千
円

、
地
方
債
が
１
３
１
０
万
円
、
一
般

財
源
が
４
７
５
１
万
５
千
円
。

（
工
事
費
以
外
の
費
用
含
む
合
算
）

　

本
年
８
月
28
日
に
入
札
執
行
し
た

茶
路
小
中
学
校
及
び
公
民
館
の
照
明

器
具
更
新
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
。

問
落
札
率
は
。

答
落
札
率
は
94
・
34
％
。

　

新
し
い
英
語
指
導
助
手
と
し
て
ビ

シ
ィ
ラ
・
メ
ー
ガ
ン
さ
ん
と
ス
テ
ィ

バ
ー
ド
ホ
ー
ク
ス
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ

ル
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ミ
ネ
ソ
タ
州
出
身
で
、
セ
ン
ト
オ

ラ
フ
大
学
で
日
本
語
を
学
び
、
今
年

の
５
月
に
卒
業
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
茶
路
地
区
の
学
校
、
保
育

園
を
担
当
し
ま
す
。

　

マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
さ
ん
は
イ
ギ
リ

ス
の
ウ
ォ
リ
ッ
ク
シ
ャ
ー
州
出
身
で
、

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
大
学
や
ロ
ン
ド
ン
大

学
で
数
学
を
学
び
、
日
本
語
は
大
学

の
選
択
科
目
と
し
て
学
ん
だ
後
、
独

学
で
習
得
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
白
糠
地
区
の
学
校
、
保
育

園
を
担
当
し
ま
す
。

　
　

　　　　　

９
月
30
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

つ
い
て
、
新
た
に
選
任
の
同
意
を
し

ま
し
た
。

・
西　

勝
道　
　
　

氏
（
再
任
）

　

11
月
23
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る

教
育
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、
新
た

に
任
命
の
同
意
を
し
ま
し
た
。

・
大
坪　

洋
一　
　

氏
（
再
任
）

　

12
月
31
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、
委
員
候

補
者
と
し
て
町
か
ら
推
薦
を
受
け
た

次
の
者
を
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

・
佐
賀　

優
子　
　

氏
（
再
任
）

・
見
鳥　

幸
蔵　
　

氏
（
新
任
）

　

意
見
書
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
各
関
係
省
庁
等
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

意
見
書
文
は
紙
面
の
都
合
上
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

意
見
書
案
第
４
号

「
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
」

提
出
先
：
衆
参
両
議
院
議
長
他

　

釧
路
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ

る
議
員
研
修
会
へ
の
派
遣
を
承
認
し

ま
し
た
。

日
時　

平
成
30
年
11
月
７
～
８
日

場
所　

弟
子
屈
町

対
象　

全
議
員

　

議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職

し
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
、
北
海

道
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
鎌
田
議
員

と
山
吉
議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
委
員
の
選
任

◆
英
語
指
導
助
手
の
着
任

ケイレブさん

例定 会
三第 回

　平成 30 年第 3 回定例会は 9 月11日に開会
し、２日間の日程で行いました。　初日は７名による一般質問のほか、平成 29

年度の決算認定を特別委員会に付託しました。
　２日目に補正予算、委員の選任、意見書の
提出等について審議・可決し、閉会しました。

30
年
度
補
正
予
算　

意
見
書
の
提
出

議

員

の

派

遣

契

約

の

締

結

質
疑
・
答
弁

◇
省
エ
ネ
設
備
等
導
入
工
事
１

　
（
７
３
３
３
万
２
千
円
）

質
疑
・
答
弁

◇
省
エ
ネ
設
備
等
導
入
工
事
２

　
（
５
５
９
４
万
４
千
円
）

質
疑
・
答
弁

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

マックスウェルさん

メーガンさん

行

政

報

告

議

員

表

彰鎌 田 議 員山 吉 議 員

委
員
の
選
任
等
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議
員

問
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
光

回
線
の
利
用
が
主
で
あ
る
。
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
も
あ
ま
り
聞
か
れ
な
く
な
り

Ｉ
Ｓ
Ｄ
N
な
ど
は
死
語
に
な
っ

て
い
る
。
残
念
な
が
ら
市
街
地
か

ら
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
離
れ
る
と

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
も
使
用
で
き
な
く
Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｎ
し
か
利
用
で
き
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
そ
の
た
め
携
帯
端
末

等
で
操
作
す
る
モ
バ
イ
ル
が
主
と

な
り
光
回
線
と
比
較
し
コ
ス
ト
、

速
さ
、
大
量
に
処
理
で
き
な
い
問

題
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
教
育

現
場
で
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る

が
、
農
業
に
お
い
て
も
光
回
線
を

利
用
し
た
モ
バ
イ
ル
操
作
が
出
来

な
い
な
ど
の
弊
害
が
お
き
て
い
る

が
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

白
糠
町
に
お
け
る
光
回
線
の
敷

設
状
況
は
。

答
光
回
線
が
接
続
可
能
地
域

94
.
４
%
、
未
整
備
地
域
は
和

天
別
地
区
の
坂
の
丘
か
ら
大
平
町

内
会
ま
で
、
茶
路
地
域
は
相
互
町

内
会
か
ら
二
股
町
内
会
ま
で
、
庶

路
地
域
は
暁
町
内
会
か
ら
上
庶
路

町
内
会
ま
で
の
31
町
内
会
。

問
全
町
に
光
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
設
さ

れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
高
速
通
信
化
整
備
は
平
成
18
年

度
に
白
糠
町
光
通
信
推
進
の
会
が

中
心
に
な
り
、
事
業
者
で
あ
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
北
海
道
に
要
請
活
動

を
行
っ
た
結
果
、
現
在
の
設
置
エ

リ
ア
と
な
っ
た
。
山
間
部
ま
で

２
億
円
の
経
費
が
か
か
る
こ
と
か

ら
民
間
事
業
者
と
し
て
採
算
が
見

込
め
な
い
こ
と
か
ら
断
念
し
た
。

問
当
時
総
務
省
に
よ
る
光
回
線
整

備
補
助
事
業
を
行
わ
な
か
っ
た
理

由
は
。

答
当
時
の
概
算
で
７
億
円
か
ら

８
億
円
の
事
業
費
が
必
要
で
あ
り

二
分
の
一
の
補
助
を
受
け
て
も

３
億
５
千
万
円
か
ら
４
億
円
の
負

担
と
な
り
費
用
対
効
果
等
が
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
現
在
に
至
る
。

問
今
後
の
整
備
計
画
は
。

答
未
整
備
箇
所
に
つ
い
て
は
民
間

事
業
者
に
よ
る
整
備
は
費
用
対
効

果
が
少
な
く
、
事
業
費
が
膨
大
に

な
る
こ
と
か
ら
目
処
は
た
っ
て
い

な
い
。
茶
路
小
中
学
校
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
状
況
や

教
育
活
動
へ
の
支
障
を
踏
ま
え
町

に
よ
る
光
回
線
の
敷
設
は
困
難
で

あ
る
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は

衛
星
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
等
を
活

用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
を
考
え
て
い
る
。

問
学
校
教
育
だ
け
で
な
く
先
生
の

業
務
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る

の
で
改
善
さ
れ
る
よ
う
望
む
が
、

農
業
へ
の
影
響
も
あ
る
。

答
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
高
速
通
信

が
必
要
な
農
家
の
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
の
政
策
と
し
て

の
検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問
庶
路
地
区
に
お
い
て
は
白
糠
庶

路
学
園
開
校
に
伴
い
、
庶
路
幼
稚

園
と
庶
路
保
育
園
を
統
合
し
庶
路

子
ど
も
園
と
し
た
。
白
糠
小
学
校

の
移
転
に
伴
い
白
糠
保
育
園
も
移

転
の
扱
い
に
な
る
と
思
う
が
、
白

糠
地
区
で
は
立
正
保
育
園
、
茶
路

保
育
園
、
二
葉
幼
稚
園
が
あ
る
。

幼
児
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
運

営
に
支
障
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
白
糠
地
区
の
幼
児
・
児
童

教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

答
平
成
17
年
度
か
ら
財
政
改
革
と

幼
児
教
育
の
観
点
か
ら
幼
稚
園
と

保
育
園
を
一
体
化
し
民
間
の
運

営
、
移
譲
す
る
こ
と
を
議
会
と
議

論
し
て
き
た
。
庶
路
地
区
は
双
方

が
公
立
の
施
設
な
の
で
一
体
化
で

き
た
。
一
方
白
糠
地
区
に
お
い
て

は
、
前
施
設
の
建
て
替
え
時
期
に

二
葉
幼
稚
園
、
立
正
保
育
園
に
白

糠
保
育
園
を
含
め
一
体
化
で
き
な

い
か
検
討
し
た
が
、
現
状
の
ま
ま

で
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

白
糠
保
育
園
は
平
成
23
年
４
月
よ

り
白
糠
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
利

活
用
し
町
が
運
営
し
て
い
る
。
今

後
、
白
糠
保
育
園
は
高
台
移
転
も

視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。

問
各
園
の
園
児
数
は
。

答
白
糠
保
育
園
54
名
、
立
正
保
育

園
４
名
、
二
葉
幼
稚
園
18
名
。

問
民
間
の
事
業
運
営
に
支
障
は
な

い
か
。

答
今
日
ま
で
の
経
過
が
あ
り
各
自

の
努
力
が
必
要
。

町

中
河　

敏
史

光ケーブルの整備予定は

パラボラアンテナ等を活用したい町

白
糠
小
学
校
移
転
に
伴
う

保
育
園
の
対
応
は

現
状
の
ま
ま
で
運
営

し
て
い
く

町

O

n

o

Ｋ
ａ
ｍ
ａ
ｄ
ａ

F
u
k
u
c
h
i

学校施設の非構造部材の耐
震化について　　外１件

５  鎌田　民子 議員

６  福地　裕行 議員

水素製造について
　　　　　　　　外３件

４  小野　キサ
健康入浴事業について
　　　　　　　　外１件

議員

２  中村　仁志 議員

速度制限について　　　　　　　　
　　　　　　　　外３件

地域環境整備について　　　　
　　　　　　　　外３件

３  石田　正義 議員

１  中河　敏史 議員

インターネット事情全般
について　　　外１件一

般

質

問中河議員外６名が 20 件 29
項目について質問しました。
※一般質問 ～ １人 90 分以
内で、町長に対して広く町政
に関する説明を求めます。

K
o
i
k
e

N
a
k
a
g
a
w
a

I
s
h
i
d
a

町営住宅について　　　　　　　　　　
　　　　　　　　外１件

７  小池　憲一 議員

N
a
k
a
g
a
w
a

t
o
s
h
i
f
u
m
i

N
a
k
a
m
u
r
a
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問
町
指
定
の
避
難
所
施
設
の
ト
イ

レ
洋
式
化
率
と
今
後
の
洋
式
化
に

向
け
た
目
標
設
定
に
つ
い
て
伺

う
。　

答
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
28

の
施
設
を
指
定
し
て
お
り
、
ト
イ

レ
の
総
数
は
３
２
１
基
で
、
う
ち

洋
式
ト
イ
レ
は
１
６
３
基
、
和
式

は
１
５
８
基
で
、
洋
式
化
率
は

50
.
８
％
。

　

高
齢
者
や
女
性
、
小
さ
な
子
ど

も
な
ど
の
弱
者
が
容
易
に
使
用
で

き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
使
い
慣
れ

て
い
る
洋
式
に
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

避
難
所
施
設
に
お
け
る
ト
イ
レ

は
、
地
震
な
ど
に
よ
り
破
損
や
上

下
水
道
の
停
止
等
に
よ
り
使
用
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場

合
、
津
波
指
定
避
難
場
所
の
コ
ン

テ
ナ
内
や
災
害
拠
点
施
設
に
備
蓄

し
て
い
る
簡
易
ト
イ
レ
を
必
要
と

す
る
施
設
に
搬
入
し
、
利
用
す
る

こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
や
公
園
と

い
っ
た
公
共
施
設
や
大
規
模
改
修

の
際
に
は
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
順

次
進
め
て
き
た
が
、
今
後
、
据
え

置
き
型
の
簡
易
洋
式
ト
イ
レ
の
設

置
や
、
改
修
な
ど
の
際
に
適
宜
、

和
式
か
ら
洋
式
へ
の
転
換
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
最
近
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附
者

の
悩
み
を
解
決
す
る
視
点
が
目
を

引
く
。
空
き
家
に
な
っ
た
実
家
の

管
理
を
所
有
者
に
代
わ
っ
て
行
う

サ
ー
ビ
ス
を
返
礼
品
に
し
て
は
ど

う
か
伺
う
。　

答
物
産
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

返
礼
品
に
つ
い
て
は
12
の
返
礼
品

を
用
意
し
て
い
る
。

　

遠
く
に
離
れ
て
い
る
家
族
が
、

防
犯
や
良
好
な
状
態
で
財
産
管
理

が
で
き
る
な
ど
、
地
元
で
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
容
易
に

な
り
、
町
と
し
て
も
景
観
上
や
空

き
家
バ
ン
ク
と
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
層
効
果
的
な
住
宅
利
用

が
可
能
と
な
り
、
定
期
的
に
白
糠

に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
も
視
野
に

入
れ
、
交
流
人
口
の
増
加
や
定
住

人
口
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
工

夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

寄
附
者
に
と
っ
て
も
お
互
い
効

果
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
考
え
る
。
ど
の
よ
う
な

施
策
が
良
い
の
か
含
め
、
前
向
き

に
考
え
た
い
。

問
大
阪
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

に
よ
り
女
子
児
童
が
亡
く
な
る
事

故
が
発
生
し
た
。
町
に
お
い
て
法

定
点
検
の
対
象
外
の
施
設
は
あ
っ

た
か
、
こ
れ
ら
の
安
全
点
検
を
ど

う
す
る
か
伺
う
。

答
本
年
６
月
18
日
に
地
震
が
発
生

し
た
翌
日
に
緊
急
の
部
長
会
議
を

招
集
し
、
公
共
施
設
の
建
物
内
外
、

看
板
、
塀
な
ど
危
険
個
所
の
点
検

を
実
施
し
た
。
又
、
公
共
施
設
、

公
道
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調

査
、
点
検
を
合
わ
せ
て
実
施
し
た
。　

　

町
内
に
お
け
る
国
道
・
道
道
・

町
道
の
公
道
に
面
し
た
民
間
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
、
65
路
線
94
カ
所
を

確
認
し
た
が
、
剥
離
、
落
下
と
な

る
損
傷
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

今
後
詳
細
な
調
査
が
必
要
な
時

は
専
門
家
に
調
査
依
頼
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
民
間
住

宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
お
い
て
、
数

カ
所
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
変
位
が
あ
っ

た
の
で
個
別
に
周
知
す
る
。

問
庶
路
宮
下
・
明
治
通
り
は
庶
路

学
園
が
出
来
て
通
学
路
に
な
っ
て

い
る
が
、
事
故
撲
滅
と
交
通
安
全

を
考
え
る
と
ス
ピ
ー
ド
制
限
を
40

キ
ロ
に
要
請
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
交
通
量
増
加
に
伴
う
交
通
事
故

防
止
策
と
し
て
、
宮
下
町
内
会
と

も
協
議
の
う
え
、
平
成
25
年
７
月

２
日
付
け
で
宮
下
地
区
の
交
通
安

全
施
設
等
の
設
置
に
つ
い
て
要
望

書
を
釧
路
警
察
署
長
あ
て
に
提
出

し
て
お
り
、
こ
の
中
で
速
度
規
制

に
つ
い
て
も
要
望
し
て
い
る
。

　

釧
路
警
察
署
で
は
、
本
年
度
、

道
道
上
庶
路
庶
路
停
車
場
線
と
の

交
差
点
に
信
号
機
が
設
置
し
た
後

の
動
向
も
確
認
し
た
う
え
で
検
討

し
た
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
ご
理

解
願
い
た
い
。

通
学
路
を
40
キ
ロ
制
限
に
要
請
で
き

な
い
か交

差
点
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
た
後

の
動
向
も
確
認
し
た
う
え
で
検
討

町

避
難
所
施
設
の
ト
イ
レ
を

洋
式
化
に

和
式
か
ら
洋
式
へ
の

転
換
を
検
討

町問
町
内
の
廃
屋
戸
数
を
伺
う
。

答
平
成
28
年
度
に
実
態
調
査
を
行

い
、
廃
屋
に
該
当
す
る
建
物
は

１
９
６
軒
、
白
糠
地
区
１
２
８

軒
、
庶
路
地
区
34
軒
、
西
庶
路
地

区
34
軒
と
な
っ
て
い
る
。

問
廃
屋
処
理
対
策
に
つ
い
て
、
特

別
措
置
法
で
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
場
合
は
、
罰
則
も
考
え

る
と
聞
く
が
。

答
所
有
者
に
意
向
調
査
を
行
い
、

相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。
相
談
は

10
件
あ
り
、
今
日
迄
解
体
し
た
建

物
は
23
軒
。

　

特
別
措
置
法
で
は
、
解
体
さ
れ

な
い
危
険
な
建
物
は
代
替
執
行
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
所
有
者
に
は

厳
し
い
内
容
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
事
に
至
ら
な
い
よ
う
改
善
策
に

努
め
て
い
く
。

問
火
災
が
発
生
し
た
ら
大
変
な
場

所
も
あ
る
。
隣
接
す
る
私
道
の
整

備
を
し
、
安
心
・
安
全
な
町
民
の

生
活
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

答
私
道
の
ま
ま
町
が
整
備
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
道
路
敷
地
の
提

供
等
条
件
が
整
っ
た
時
に
町
道
と

し
て
整
備
実
施
す
る
。

　

町
外
所
有
者
に
は
写
真
等
情
報

提
供
し
粘
り
強
く
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
道
路
状
況
と
廃
屋
問
題

は
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
内
会
や
消
防
も
現
状
を
把
握
し

て
い
る
が
一
層
協
議
し
て
い
く
。

問
西
庶
路
ふ
れ
あ
い
公
園
の
ト
イ

レ
改
修
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ふ
れ
あ
い
児
童
館
側
ト
イ
レ
は

平
成
27
年
度
に
水
洗
化
と
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
整
備
を
行
い
、
そ
れ
に

伴
い
冬
期
間
の
使
用
制
限
を
し
て

い
る
。
他
の
二
カ
所
は
手
す
り
等

の
整
備
を
行
っ
た
。
今
後
も
安
全

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
機

能
性
等
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問
３
月
１
日
、
21
日
の
出
火
で

は
、
消
防
車
、
消
防
隊
員
が
到
着

し
た
が
、
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
な

か
っ
た
と
聞
く
が
。

答
い
ず
れ
の
火
災
現
場
に
も
通
報

後
５
分
で
到
着
し
、
そ
の
１
分
後

に
は
放
水
を
開
始
し
た
と
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　

消
火
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
人

命
を
守
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
指

揮
隊
長
が
火
勢
等
を
確
認
し
、
速

や
か
な
放
水
開
始
と
同
時
に
延
焼

を
防
ぐ
た
め
迅
速
な
消
火
活
動
に

努
め
て
い
る
。
白
糠
支
署
、
消
防

団
等
連
携
を
図
り
邁
進
し
て
い
く
。

問
道
教
委
の
調
査
に
よ
る
と
学
校

現
場
で
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
部
活
動
は
外
部
人
材

登
用
が
必
要
と
思
う
。
文
科
省
の

取
り
組
み
内
容
等
も
問
う
。

答
道
教
委
は
「
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
北
海
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
を
掲
げ
た
。

一
、
部
活
動
休
養
日
等
の
完
全
実

施二
、
部
活
動
指
導
員
の
配
置

三
、
複
数
顧
問
の
効
果
的
な
活
用

　

こ
の
内
、
一
、三
に
つ
い
て
は

既
に
実
施
し
て
い
る
。

　

文
科
省
が
制
度
化
し
た
部
活
動

指
導
員
は
、「
技
術
的
指
導
を
行

う
だ
け
で
な
く
、
部
活
動
顧
問
と

し
て
大
会
引
率
や
保
護
者
へ
の
連

絡
、
生
徒
指
導
等
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
人
材
」
と
さ
れ
て
お
り
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
が
学
校
と
も
協
議

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。　

　

中
学
校
で
競
技
経
験
の
な
い
先

生
が
顧
問
を
務
め
る
実
態
も
あ

り
、
競
技
団
体
が
競
技
研
修
、
審

判
研
修
等
を
行
っ
て
い
る
。

問
地
元
産
業
の
人
材
確
保
と
産
業

振
興
の
た
め
、
白
糠
高
校
生
と
農

林
水
産
業
と
の
交
流
を
図
っ
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。

答
白
糠
高
校
が
地
域
か
ら
愛
さ
れ

続
け
る
大
き
な
意
義
を
も
つ
取
り

組
み
と
思
う
が
、
道
立
高
で
教
育

内
容
に
関
与
で
き
な
い
。
趣
旨
を

学
校
側
に
伝
え
関
係
者
と
協
議
で

き
る
よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い
。

問
文
科
省
は
高
校
を
拠
点
と
し
た

地
方
創
生
人
員
を
実
施
す
る
方

針
。
高
校
が
地
域
活
性
化
の
拠
点

と
な
る
よ
う
自
治
体
民
間
等
人
材

育
成
取
り
組
み
に
一
役
か
っ
て
は

ど
う
か
と
思
う
。

答
地
方
創
生
に
役
立
つ
思
い
で
高

校
配
置
計
画
が
な
さ
れ
、
大
き
な

意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
う
。

廃屋処理対策はどうする

代替執行に至らないよう努める町

議
員

石
田　

正
義

m
a
s
a
y
o
s
h
i

I
s
h
i
d
a

h i t o s h i

議員中 村 　 仁 志 議員
Ｎａｋａｍｕｒａ

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

実
家
の
管
理
は
ど
う
か

前
向
き
に
検
討
す
る

町

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
と
安

全
対
策
は

点
検
と
調
査
を
実
施

町

ふ
れ
あ
い
公
園
の
ト
イ
レ

改
修
計
画
は

今
後
も
機
能
性
等
の

向
上
に
努
め
る

町火
災
消
火
体
制
は
万
全
か

迅
速
な
消
火
活
動
に

努
め
て
い
る

町

学
校
部
活
動
の
外
部
人
材

登
用
が
必
要
で
は

競
技
団
体
が
協
力
し

て
い
る

町

白
糠
高
校
生
と
農
林
水
産

業
と
の
交
流
が
必
要

協
議
で
き
る
よ
う
協

力
し
た
い

町
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げ
す

バ
ス
・
予
約
制
バ
ス
」
の
運
行
も

考
慮
し
、
共
通
の
運
賃
助
成
券
と

し
て
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
高

齢
者
の
外
出
支
援
と
健
康
づ
く
り

や
ふ
れ
あ
い
、
相
互
交
流
に
つ
な

げ
る
よ
う
取
り
進
め
て
い
る
。

　

施
設
ま
で
の
地
域
を
歩
く
と
い

う
観
点
か
ら
も
健
康
づ
く
り
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
対
象
者

と
な
る
全
て
の
方
々
の
交
通
手
段

確
保
は
難
し
く
、
外
出
支
援
に
よ

る
共
通
助
成
券
の
活
用
や
家
族
・

知
人
の
方
と
一
緒
に
施
設
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
町
営
バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
の

た
め
に
、
庶
路
・
西
庶
路
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
を
、
白
糠
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
同
じ
く
「
温

水
プ
ー
ル
」
停
留
所
を
通
る
ル
ー

ト
変
更
の
検
討
は
出
来
な
い
か
。

答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
内

容
に
つ
い
て
は
、
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
審
議
し
決
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
に
つ
い

て
も
多
く
の
方
々
の
利
用
を
大
切

に
考
え
、
地
域
の
人
々
や
利
用
者

の
意
見
を
充
分
に
取
り
入
れ
て
協

議
会
と
協
議
検
討
し
て
い
く
。

問
白
糠
町
に
於
け
る
通
学
路
及
び

公
道
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

実
態
調
査
の
状
況
と
安
全
対
策
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答
点
検
結
果
、
学
校
を
含
む
公
共

施
設
は
該
当
す
る
既
設
の
塀
は
な

く
、
町
道
の
付
帯
工
作
物
で
あ
る

地
下
歩
道
の
壁
な
ど
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
に
も
目
視
に
よ
る

調
査
で
は
損
傷
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。
町
内
に
お
け
る
公
道
に

面
し
た
民
間
住
宅
等
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
、
65
路
線
94
カ
所
を
確
認

し
、
数
カ
所
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
変
位

が
あ
っ
た
。
な
お
住
宅
等
の
塀
は

所
有
者
の
責
任
で
、
国
土
交
通
省

が
作
成
し
た
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点

検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
に
基

づ
き
自
ら
安
全
点
検
を
行
い
、
危

険
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
付

近
通
行
者
へ
の
速
や
か
な
注
意
表

示
や
補
修
・
撤
去
も
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
又
詳
細
の
調
査

は
、
専
門
家
に
調
査
依
頼
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

安
全
点
検
に
つ
い
て
は
、
国
土

交
通
省
・
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町

に
於
い
て
も
速
や
か
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
広
報
を
通
じ
て
注
意

喚
起
の
周
知
を
行
う
。

問
石
井
国
土
交
通
相
は
、
今
後
一

般
住
宅
・
企
業
敷
地
の
塀
撤
去
費

用
を
支
援
す
る
考
え
を
表
明
。

「
実
施
時
期
等
は
未
定
」
又
北
海

道
建
設
士
事
務
所
協
会
釧
路
支
部

は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
意
し
て

有
料
（
５
０
０
０
円
位
）
で
現
地

確
認
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
希
望
者
の

依
頼
で
行
っ
て
い
る
。
速
や
か
に

周
知
す
る
と
し
て
い
る
が
取
り
組

み
の
内
容
を
伺
う
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
来

週
よ
り
掲
載
し
、
広
報
は
10
月
号

を
利
用
し
周
知
す
る
。

　

国
か
ら
の
支
援
は
文
書
通
達
は

ま
だ
入
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
助

成
等
の
事
項
決
定
し
た
場
合
は
、

私
有
地
の
物
件
は
個
人
の
意
思
に

沿
っ
て
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

　

有
料
で
の
点
検
情
報
に
つ
い
て

も
、
周
知
し
て
い
く
。
な
お
点
検

で
変
位
の
あ
っ
た
数
カ
所
の
所
有

者
に
は
、
担
当
課
職
員
が
助
言
等

対
応
を
行
っ
た
。

小 野 　 キ サ

問
健
康
入
浴
事
業
と
し
て
、
30
年

７
月
か
ら
本
格
実
施
し
た
無
料
入

浴
サ
ー
ビ
ス
は
、
健
康
づ
く
り
や

ふ
れ
あ
い
又
相
互
交
流
の
推
進
を

図
る
目
的
と
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

　

利
用
希
望
者
か
ら
「
遠
く
て
歩

く
の
が
大
変
」「
交
通
費
の
負
担

が
大
き
い
」
な
ど
の
声
が
あ
る
。

目
的
に
合
わ
せ
た
利
用
促
進
の
た

め
交
通
手
段
の
検
討
が
必
要
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

答
こ
の
事
業
は
、
日
頃
自
宅
で
す

ご
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
が
、
少

し
で
も
多
く
の
地
域
に
外
出
し
て

交
流
す
る
場
と
し
て
、
満
70
歳
以

上
の
町
民
を
対
象
に
第
２
・
第
４

金
曜
日
を
無
料
入
浴
と
し
て
開
始

し
た
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
既
に
実

施
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助

成
と
本
年
４
月
か
ら
町
内
を
循
環

す
る
町
営
バ
ス
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

議員
O n o k i s a

「
温
浴
施
設
」
利
用
の
交
通
手
段

対
策
の
考
え
は

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
と
町
営
バ
ス
の

利
用
を
望
む

町

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
」
等
の
安

全
点
検
と
対
策
は

注
意
喚
起
の
周
知
を

急
ぐ

町

８

問
地
震
に
よ
る
落
下
物
や
、
転
倒

物
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
が
文
科
省
よ
り
示
さ
れ
て

い
る
。
各
点
検
項
目
は
現
在
ま
で

ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
問
う
。

答
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
た
め

学
校
に
よ
る
日
常
点
検
の
ほ
か
、

３
年
ご
と
に
行
う
法
定
点
検
を
平

成
28
年
11
月
に
、
全
て
の
小
学
校

中
学
校
及
び
幼
稚
園
で
実
施
し
た
。

　

平
成
29
年
８
月
に
は
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
示
さ
れ
た
①
天
井
、
②

照
明
、
③
窓
ガ
ラ
ス
、
④
外
壁
、

⑤
内
装
、
⑥
設
備
機
器
、
⑦
テ
レ

ビ
、⑧
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
・
ジ
ョ

イ
ン
ト
の
項
目
に
つ
い
て
有
資
格

者
に
よ
り
耐
震
点
検
を
行
っ
た
。

一
部
修
繕
を
必
要
と
す
る
も
の
も

あ
っ
た
が
、
発
災
時
に
人
に
重
大

な
被
害
を
与
え
る
も
の
は
な
か
っ

た
。

　

非
構
造
部
材
は
、
経
年
に
よ
る

劣
化
等
の
影
響
を
受
け
る
も
の
も

あ
る
た
め
今
後
も
継
続
的
に
点
検

を
実
施
し
て
い
く
。

問
答
弁
さ
れ
た
点
検
項
目
の
他
に

書
棚
、
薬
品
棚
、
ロ
ッ
カ
ー
等
の

固
定
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
滑
り
、
転

倒
防
止
対
策
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
点
検
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
や
取
り
付

け
さ
れ
て
い
な
い
薬
品
棚
も
あ
り
、

危
険
性
な
ど
ど
う
や
っ
て
固
定
す

る
か
検
討
し
て
い
る
。
ピ
ア
ノ
等

も
点
検
し
て
い
る
。

問
点
検
し
た
結
果
は
道
へ
の
報
告

義
務
が
あ
る
の
か
、
又
、
内
容
に

よ
っ
て
指
導
等
も
あ
る
の
か
。

答
教
育
委
員
会
で
対
応
し
、
道
へ

の
報
告
義
務
は
な
い
。

問
本
町
の
通
学
路
等
に
お
け
る
地

下
歩
道
の
壁
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
（
民

家
等
）
の
対
策
は
万
全
か
。

答
各
学
校
で
定
期
的
に
安
全
点
検

を
行
っ
て
い
る
。
大
阪
北
部
地
震

に
よ
る
被
害
を
踏
ま
え
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
、
立
木
、
街
路
灯
、
看
板
な

ど
通
学
路
に
お
い
て
危
険
と
思
わ

れ
る
全
て
の
も
の
に
つ
い
て
、
緊

急
点
検
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
は
、
設

置
場
所
を
地
区
ご
と
に
一
つ
の
地

図
に
ま
と
め
て
学
校
へ
提
供
し
、

今
後
の
登
下
校
に
お
け
る
発
災
時

の
対
応
や
、
防
災
指
導
に
活
用
す

る
よ
う
通
知
し
た
。
地
下
歩
道
は
、

目
視
に
よ
る
調
査
で
損
傷
は
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
異
常
が
見
受

け
ら
れ
た
場
合
は
直
ち
に
北
海
道

開
発
局
に
対
策
を
要
請
す
る
。

問
町
は
白
糠
高
校
に
対
し
て
学
力

向
上
を
柱
と
し
た
様
々
な
魅
力
づ

く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て

い
る
。
給
食
の
提
供
に
つ
い
て
学

校
側
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

と
の
記
事
を
目
に
し
た
。
学
校
存

続
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
積
極

的
に
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

答
白
糠
高
校
教
育
振
興
協
議
会
で

の
支
援
策
で
も
話
題
に
な
っ
て
い

た
。
平
成
29
年
度
当
初
に
「
有
償

で
の
提
供
」「
給
食
搬
入
口
の
設

置
」
が
可
能
で
あ
れ
ば
支
援
し
た

い
と
学
校
側
に
提
示
を
し
て
い
た
。

　

関
係
者
で
協
議
し
た
結
果
、
給

食
費
の
徴
収
や
未
納
対
策
、
給
食

指
導
の
対
応
、
コ
ン
テ
ナ
搬
入
口

整
備
に
係
る
構
造
上
の
問
題
が
課

題
と
な
り
、
学
校
と
し
て
は
お
断

り
し
た
い
と
の
返
事
を
い
た
だ
い

た
。
本
年
度
は
、
新
し
い
校
長
と

な
り
、
今
ま
で
の
経
過
を
話
し
た

が
、
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
返

事
が
あ
っ
た
。
現
在
、
関
係
者
と

協
議
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
前

回
と
同
様
の
問
題
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
、
実
現
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
の
感
触
で
あ
る
。

高
校
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学校施設の非構造部材の耐震化
の現状は

発災時に重大被害を与えるもの
はない議

員

鎌
田　

民
子

K
a
m
a
d
a

t
a
m
i
k
o

町

白
糠
高
校
生
に
給
食
の
提

供
を
考
え
て
は
ど
う
か

高
校
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
対
応
す
る

町
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問
庶
路
ダ
ム
で
の
小
水
力
発
電
に

よ
り
水
素
を
製
造
し
、
温
水
プ
ー

ル
等
で
利
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
実
証
実
験
は
来
年
度
終
了
予
定

だ
が
、
有
益
な
こ
の
事
業
の
継
続

を
国
に
働
き
掛
け
よ
。

答
事
業
終
了
後
の
施
設
の
有
効
活

用
に
よ
る
新
た
な
事
業
展
開
な
ど

に
つ
い
て
積
極
的
に
要
請
す
る
。

問
国
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
継
続
で

き
る
筈
だ
が
、
道
・
国
の
感
触
は
。

答
延
長
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る

が
、
利
活
用
の
検
討
も
必
要
。

問
久
遠
塾
の
塾
生
が
３
名
と
極
端

に
少
な
い
。
有
能
な
講
師
陣
が
矜

持
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
対

策
を
講
じ
る
べ
き
。

答
関
係
者
と
協
議
、
連
携
し
、
塾

を
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

問
こ
の
実
態
は
わ
が
ま
ち
特
有
で

も
あ
る
と
判
断
も
す
る
が
、
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。
も
っ
と
や
る
べ

き
こ
と
が
あ
る
。

答
想
定
よ
り
も
少
な
い
が
、
塾
に

対
す
る
理
解
も
足
り
な
い
の
で
前

向
き
に
周
知
に
努
め
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
で
Ｊ

Ｒ
白
糠
駅
舎
と
駅
前
周
辺
整
備
事

業
を
掲
げ
て
い
る
が
、
時
期
尚
早

だ
。
線
路
に
架
か
る
３
本
の
跨
線

橋
の
整
備
や
国
道
３
９
２
号
に
架

か
る
跨
道
橋
の
撤
去
が
先
で
あ
る
。

答
「
駅
舎
＆
駅
前
周
辺
整
備
」
は

内
部
で
協
議
・
検
討
中
で
あ
る
。

問
箱
物
を
造
る
の
は
簡
単
だ
が
、

何
よ
り
ま
ち
の
活
性
化
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

答
跨
線
橋
は
、
庶
路
31
年
度
、
西

庶
路
は
33
～
34
年
度
に
改
修
予
定

で
あ
る
。
跨
道
橋
の
解
体
は
早
け

れ
ば
32
年
度
中
。

問
任
用
し
た
前
途
有
為
な
農
業
支

援
員
が
レ
タ
ス
栽
培
に
勤
し
ん
で

い
る
が
、
来
年
度
の
新
規
就
農
に

向
け
て
の
活
動
状
況
と
支
援
態
勢

は
。

答
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
で
土
作

り
か
ら
育
苗
、
定
植
、
収
穫
、
出

荷
ま
で
一
連
の
研
修
を
通
し
て
就

農
に
向
け
準
備
中
で
あ
る
が
、
支

援
員
の
自
立
に
向
け
て
で
き
る
限

り
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
未
だ
若
い
し
二
年
目
と
は
云
え

素
人
だ
か
ら
挫
折
し
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
後
方
支
援
す
べ
き
。

答
関
係
機
関
と
も
協
議
し
、
し
っ

か
り
目
配
り
気
配
り
を
し
て
い

く
。

水
素
発
電
の
継
続
を

積
極
的
に
要
請
す
る

町

議員福 地 　 裕 行 議員
h i r o y u k iＦｕｋｕｃｈｉ

久
遠
塾
の
有
効
活
用
を

前
向
き
に
Ｐ
Ｒ
に
努

め
る

町

新
規
就
農
に
万
全
を

で
き
る
限
り
の
支
援

を
行
っ
て
い
く

町

問
町
営
住
宅
の
入
居
者
の
募
集
に

つ
い
て
は
年
３
回
行
っ
て
い
る
が
、

募
集
戸
数
に
対
し
て
入
居
希
望
者

が
少
な
く
、
長
期
に
わ
た
り
空
室

と
な
っ
て
い
る
住
宅
が
見
受
け
ら

れ
る
。　
　
　
　
　

　

全
戸
数
の
う
ち
、
１
年
以
上
空

室
と
な
っ
て
い
る
戸
数
は
何
戸
あ

る
の
か
。
そ
の
原
因
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
、
今
後
ど
う
対
応
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
１
年
以
上
入
居
の
な
い
住
宅
は
、

３
団
地
、
17
戸
。

　

入
居
の
希
望
が
な
い
住
宅
は
、

３
階
建
て
町
営
住
宅
の
３
階
が
約

８
割
。
老
朽
化
と
併
せ
て
、
高
齢

者
は
３
階
ま
で
の
移
動
、
荷
物
や

灯
油
の
運
搬
な
ど
が
負
担
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
入
居
希
望

が
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
な
ど
若
い

方
々
に
つ
い
て
も
、
平
屋
の
オ
ー

ル
電
化
住
宅
な
ど
設
備
が
充
実
し

て
い
る
住
宅
を
好
む
傾
向
に
あ
る

こ
と
を
近
年
の
応
募
状
況
か
ら
認

識
し
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
大

規
模
改
修
を
継
続
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
入
居
者
の
要
望
を
反

映
し
な
が
ら
、
内
部
改
修
、
浴
室

等
の
設
備
の
更
新
を
進
め
、
住
環

境
整
備
と
入
居
率
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問
昨
年
度
の
入
居
戸
数
と
退
去
戸

数
は
。

答
入
居
が
12
戸
、
退
去
が
22
戸
。

問
そ
れ
く
ら
い
の
入
居
実
績
で
あ

れ
ば
改
修
の
是
非
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
３
階
建
て
町
営
住
宅
の
耐
用
年

数
は
70
年
。
そ
の
間
は
改
修
を
行

い
、
耐
用
年
数
が
過
ぎ
た
住
宅
に

居
住
し
て
い
る
方
に
住
み
か
え
て

も
ら
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
管
理
戸
数
４
８
７

戸
を
将
来
的
に
約
3
7
0
戸
に
減

ら
す
計
画
も
立
て
て
い
る
。

問
入
居
条
件
を
緩
和
し
て
利
用
を

高
め
る
方
法
や
、
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
の
よ
う
に
目
的
外
の
利
用
を
増

や
す
方
策
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
公
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
窮
す

る
低
額
所
得
者
に
対
し
て
低
廉
な

家
賃
で
賃
貸
し
、
生
活
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

公
営
住
宅
法
に
基
づ
い
て
入
居
条

件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

収
入
基
準
等
の
条
件
を
緩
和
し

て
運
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

入
居
促
進
を
図
る
た
め
、
入
居
者

募
集
の
回
数
や
時
期
の
見
直
し
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
の

よ
う
に
目
的
外
の
利
用
を
増
や
す

方
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

使
用
実
態
等
を
踏
ま
え
、
居
室
の

充
実
と
使
用
目
的
、
期
間
、
対
象

者
な
ど
制
度
の
拡
充
を
検
討
し
、

更
な
る
交
流
人
口
、
滞
在
人
口
の

拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋

げ
る
制
度
と
し
て
い
き
た
い
。

問
下
水
道
未
整
備
予
定
の
地
域
を

補
助
対
象
と
す
る
合
併
処
理
浄
化

槽
整
備
事
業
は
、
平
成
31
年
度
ま

で
の
事
業
計
画
と
さ
れ
て
い
る
が
、

４
年
目
と
な
っ
た
現
在
の
普
及
状

況
や
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。　
　

　

事
業
対
象
地
域
の
平
成
27
年
度

か
ら
今
日
ま
で
の
設
置
件
数
は
。

答
本
年
８
月
末
ま
で
の
設
置
件
数

は
18
件
で
、
内
訳
と
し
て
は
一
般

住
宅
13
件
、
事
務
所
等
が
５
件
。

　

年
度
別
で
は
、
平
成
27
年
度
４

件
、
平
成
28
年
度
11
件
、
平
成
29

年
度
１
件
、
平
成
30
年
度
８
月
末

現
在
で
２
件
。

問
計
画
で
は
年
間
５
件
程
度
だ
っ

た
は
ず
だ
が
、
件
数
が
少
な
い
の

は
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
の
か
、
事
業

前
の
需
要
ア
ン
ケ
ー
ト
が
甘
か
っ

た
の
か
。

答
Ｐ
Ｒ
不
足
の
面
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問
事
業
計
画
期
間
後
の
本
制
度
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
計
画
期
間
に
お
い

て
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
計

画
期
間
後
に
つ
い
て
も
下
水
道
整

備
事
業
と
の
整
合
性
も
踏
ま
え
て

事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

問
対
象
地
域
内
に
あ
る
公
共
施
設

（
集
会
所
な
ど
）
を
合
併
処
理
浄
化

槽
に
整
備
し
普
及
を
図
っ
て
は
ど

う
か
。

答
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
率
先
し

て
浄
化
槽
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

国
の
交
付
金
の
対
象
と
は
な
ら

な
い
が
、
各
施
設
を
所
管
す
る
担

当
課
等
に
お
い
て
十
分
に
協
議
を

行
い
、
計
画
的
な
設
置
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

町営住宅の空室対策はどうする

改修等により入居率の向上に努める町

議
員

小
池　

憲
一

K
o
i
k
e

k
e
n
i
c
h
i

浄
化
槽
の
普
及
状
況
は

設
置
件
数
18
件

町

「
負
の
遺
産
」
を
先
に

内
部
で
協
議
検
討
中

町

プール敷地内にある水素タンク

国道 392 号に架かる跨道橋

活性化支援員として奮闘する西條さん
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追
跡
②

災
害
備
蓄
品
は
万
全
か

平
成
24
年
度
に
医
薬
品

を
備
蓄
。
非
常
食
も
ア

レ
ル
ギ
ー
等
に
対
応

過
去
の
一
般
質
問
等
の
中
か

ら
、
あ
の
質
問
が
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
を
調
査
す
る

「
追
跡　

ア
ン
ト
キ
ノ
シ
ツ
ギ
」　　

　

今
回
は
、
平
成
23
年
第
２
回
定

例
会
の
中
か
ら
３
件
の
一
般
質
問

を
追
跡
し
ま
し
た
。

●
小
野
議
員
の
質
問

当
時
の
質
疑
・
答
弁

問
今
後
の
公
園
整
備
に
あ
た
り
、

①
命
の
大
切
さ
を
育
む
た
め
に
樹

木
名
等
の
札
を
取
り
付
け
観
察
公

園
的
な
も
の
に
し
て
は
ど
う
か
。

②
遊
具
は
木
育
の
観
点
か
ら
木
材

利
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

③
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
り
、
互

い
の
絆
を
深
め
る
た
め
に
地
域
で

維
持
管
理
を
す
る
「
協
力
隊
」
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
①
一
部
の
公
園
に
は
名
札
を
付

け
て
い
る
。
今
後
も
取
り
付
け
を

進
め
て
い
く
。

②
逍
遥
公
園
の
遊
具
等
木
製
と

な
っ
て
い
る
遊
具
は
今
後
改
修
時

に
も
木
製
で
検
討
す
る
。

③
地
域
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
な

ら
そ
の
よ
う
な
方
向
性
で
取
り
進

め
た
い
。

○
追
跡
の
結
果

①
近
年
新
規
の
取
り
付
け
は

な
い
も
の
の
、
今
後
も

随
時
設
置
し
ま
す
。

②
耐
用
年
数
が
短
く

腐
食
の
危
険
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
内

会
と
協
議
の
上
、

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の
遊
具
と

し
ま
し
た
。

③
高
齢
化
等
に
よ
り

対
応
で
き
な
い
町
内
会
が

多
く
、
設
置
は
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。

　
●
鎌
田
議
員
の
質
問

当
時
の
質
疑
・
答
弁

問
災
害
備
蓄
品
に
簡
単
な
医
療
用

薬
品
を
配
置
し
て
い
る
か
。
ま
た

非
常
食
は
乳
幼
児
や
高
齢
者
に
配

慮
し
て
い
る
か
。

答
簡
単
な
医
療
用
薬
品
は
次
年
度

に
備
蓄
す
る
予
定
。
非
常
食
は
乳

幼
児
、
高
齢
者
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
の
方
に
配
慮
し
な
が
ら
整
備
し

た
い
。

追
跡
①

公
園
の
整
備
は
今
後
ど

う
す
る
？

腐
食
に
よ
る
危
険
性
も

あ
り
、
木
製
の
予
定
を

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
に
変
更
。

○
追
跡
の
結
果

　

平
成
24
年
度
に
消
毒
液
、
包
帯

等
の
簡
単
な
医
薬
品
を
備
蓄
し
、　　
　

　

ま
た
非
常
食
に
つ
い
て
も
ア
レ　
　
　

　
　

ル
ギ
ー
に
対
応
し
、
離
乳
食

　
　
　

と
し
て
も
使
用
で
き
る
ア　
　

　
　
　
　

ル
フ
ァ
米
を
備
え
て
い

　
　
　
　
　

ま
す
。

　
●
富
田
議
員
の
質
問

当
時
の
質
疑
・
答
弁

問
避
難
場
所
の
今
後
の
整
備
計
画

と
避
難
施
設
に
お
け
る
自
家
発
電

機
の
設
置
状
況
。
ま
た
設
置
計
画

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
津
波
指
定
避
難
場
所
を
全
て
高

台
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
新
規

と
し
て
通
称
、
小
鳥
が
森
団
地
、

逍
遥
公
園
東
側
町
有
林
、
馬
主
来

る
集
会
所
。
改
修
変
更
と
し
て
刺

牛
裏
山
、
西
庶
路
裏
山
、
千
鳥
裏

山
。
廃
止
が
町
民
広
場
、
錦
児
童

公
園
、
ふ
れ
あ
い
公
園
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
西
庶
路
地
域
の
避

難
路
と
し
て
、
高
台
ま
で
通
じ
る

避
難
路
を
確
保
す
る
計
画
。

　

自
家
発
電
機
に
つ
い
て
は
、
役

場
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
体
育
館
に

設
置
し
て
お
り
、
今
後
は
地
域
の

主
だ
っ
た
施
設
に
簡
易
な
発
電
機

を
設
置
す
る
。

○
追
跡
の
結
果

　

避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
新

規
、
改
修
及
び
廃
止
を
全
て
完
了

済
。
簡
易
発
電
機
に
つ
い
て
も
平

成
25
年
度
末
ま
で
に
岬
の
森
東
山

公
園
津
波
指
定
避
難
場
所
他
13
カ

所
に
設
置
済
。
ま
た
、
西
庶
路
地

域
の
避
難
路
に
つ
い
て
も
、
庶
路

学
園
通
り
外
１
路
線
を
整
備
済
。

追
跡
③

避
難
所
及
び
避
難
施
設

は
ど
う
な
っ
て
い
る
？

避
難
場
所
の
整
備
等
、

全
て
平
成
25
年
度
末
ま

で
に
完
了
済
。

あの質問はどうなった？

アントキノ
　　シツギ

追跡

拝啓　委員会もやっています。

　栄１区パークゴルフ場（新消防庁舎建設予定地）
の代替施設である逍遥公園パークゴルフ場につい
て、現段階で計画している内容の説明を町の建設
課から受けました。
・面積は栄１区パークゴルフ場（以下：栄１区）と同
程度の 8,400 平方メートル。
・芝は栄１区のものを移植。不足分は吹付け、張り

芝等で対応。
・アップダウンの少ない 18 ホールのコース。
・フェンスは北側、東側、オクネップ川沿いに設置。
・造成工事は本年８月から来年２月頃まで。
・芝の活着状況を見ながら残りの工事を行い、来年
９月頃にオープン予定。
　　　　　　（小野、折出、岡嶋、山吉、石田、富田）

逍遥公園パークゴルフ場は来年９月頃オープン！　

総務文教常任委員会　８月６日　　　　　　1回開催

　

　日本広報協会が発行している月刊 「広報」９月号
（9 月 20 日発行）の議会だより特集「動く議会、変
わる広報」の中で、本紙が取り上げられました。
　日本広報協会広報アドバイザーの吉村潔氏が町
のホームページから本紙を閲覧し、読者に支持され
る広報づくりをしているとして、掲載にいたったもの
です。
　全国の町村の中から６町村の議会だよりが掲載さ
れましたが、その中で本町に対しては「『読まれな
ければ〝たより〟じゃない』という信念を貫き、読
者目線でさらなる改善をめざしていることに敬意を
表したい」とのコメントをいただきました。　　
　今後も町ために、町民みなさまのために、一人で
も多くの方に読んでいただける広報紙を目指してい
きます。　　　　　（山吉、鎌田、折出、立石、小野）

月刊「広報」９月号に本紙が掲載されました！

広報調査特別委員会　10月９日・17日　２回開催

※（　）は委員会に所属している議員名です。なお、上記の他に議会運営委員会を３回、定数等調査特別委員会（２ペー
ジ参照）を３回、決算審査特別委員会（次回定例会等で決算認定後に掲載）を３日間開催しています。

追
跡
②

災
害
備
蓄
品
は
万
全
？

平
成
24
年
度
に
医
薬
品

を
備
蓄
。
非
常
食
も
ア

レ
ル
ギ
ー
等
に
対
応
。

広報研修会に参加しました！
　８月 21 日札幌市で開催された広報研修会に山吉
委員長、鎌田副委員長、立石委員が参加しました。　　
　研修会では具体的な紙面の作成方法の他、広報
の役割等について学習してきました。

ＦＲＰ遊具が設置される逍遥公園

災害時の非常食

研修会の様子
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て
良
か
っ
た
と
本
当
に
思
っ
て
い

ま
す
。

―
白
糠
の〝
こ
こ
が
良
い
〟と
思
っ

た
も
の
は
？

【
古
城
さ
ん
】
一
番
好
き
な
の
は

カ
ミ
パ
ラ
で
す
。（
笑
）

　

作
業
所
で
お
手
伝
い
を
し
て
い

て
異
業
種
の
方
と
関
わ
れ
る
の
が

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
し
、
運
営
側

で
や
ら
せ

て
い
た
だ

い
て
、
と

て
も
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
。

【
仲
村
さ
ん
】
一
番
感
激
し
た
の

は
、
コ
ー
プ
へ
行
っ
た
ら
レ
ジ
の

方
が
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
で

は
な
く
て
、「
こ
ん
に
ち
は
」「
こ

ん
ば
ん
は
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
る

ん
で
す
。
な
ん
か
、
ほ
っ
こ
り
し

た
と
い
う
か
、
素
敵
な
町
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

【
上
内
さ
ん
】
住
ん
で
い
る
場
所

の
す
ぐ
近
く
に
こ
ん
な
に
雄
大
な

自
然
の
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
の

で
、
毎
日
観
光
し
て
い
る
よ
う
な

気
分
に
な
っ
て
楽
し
い
で
す
。

　

で
も
、
そ
れ
よ
り
も
毎
週
い
ろ

い
ろ
な
人
に
出
会
っ
て
、
そ
れ
で

仲
良
く
な
っ
て
い
く
の
が
す
ご
く

う
れ
し
く
て
、
そ
う
い
っ
た
人
に

出
会
え
る
場
所
が
〝
白
糠
〟
に
あ

る
の
が
素
敵
な
こ
と
だ
な
と
思
い

ま
す
。

―
カ
ミ
パ
ラ
の
お
話
が
出
ま
し

た
。
久
遠
塾
で
出
店
（
※
１
）
も

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
こ
に

至
っ
た
き
っ
か
け
は
？

【
仲
村
さ
ん
】
教
育
委
員
会
の
方

と
、「
ど
う
や
っ
た
ら
久
遠
塾
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
か
」
と

い
う
話

を
し
て

い
る
中

で
、
カ

ミ
パ
ラ
に
出
店
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
提
案
を
さ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。

【
上
内
さ
ん
】
お
客
さ
ん
と
し
て

参
加
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
っ
ち
の
手
が
あ
っ
た
か
と
。

最
初
は
「
全
国
に
塾
が
あ
る
か
ら

少
し
紹
介
で
き
た
ら
い
い
ね
」
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
い

ろ
い
ろ
な
方
に
協
力
い
た
だ
い
て

無
事
に
出
店
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

最
後
は
感
動
し
ま
し
た
。

【
古
城
さ
ん
】
全
国
の
公
営
塾
の

方
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
、

公
営
塾
の
取
り
組
み
を
大
き
な
日

本
地
図
に
ま
と
め
た
も
の
を
掲
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
仲
村
さ
ん
】
学
校
祭
の
ノ
リ
の

よ
う
な
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

（
笑
）

―
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
る
の
は

塾
を
Ｐ
Ｒ
す
る
手
法
と
し
て
良
い

で
す
ね
。

【
上
内
さ
ん
】
今
の
と
こ
ろ
厳
島

神
社
の
お
祭
り
、
ア
イ
ヌ
協
会
の

祭
事
、
花
火
大
会
、
カ
ミ
パ
ラ

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
で
も
あ
る
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
に
顔
を
出
し
て
ま
す

が
、
そ
こ
で
知
り
合
い
に
な
っ
て

町
で
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
の
も

す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。

―
子
ど
も
達
の
雰
囲
気
は
ど
う
で

す
か
？

【
上
内
さ
ん
】
白
糠
の
子
は
こ
の

町
が
好
き
だ
っ
て
い
う
子
が
結
構

多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
。「
白
糠
っ
て
い
い
と
こ
ろ
で

し
ょ
」
と
聞
い
て
く
る
子
も
い

て
、
そ
れ
は
素
敵
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

【
古
城
さ
ん
】
カ
ミ
パ
ラ
で
将
棋

ブ
ー
ス
の
お
手
伝
い
も
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
勝
っ
た
と

か
負
け
た
と
か
気
に
せ
ず
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
公
民
館
に
も
結

構
子
ど
も
た
ち
が
来
る
の
で
す

が
、
い
ろ
い
ろ
自
分
な
り
に
楽
し

ん
で
い
る
子
ど
も
が
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

町
民
の
声
を
掲
載
す
る
「
傍
聴

席
か
ら
」。

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
の
は
、

白
糠
高
校
生
を
対
象
と
し
て
今
年

６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
公
営
塾

「
久
遠
塾
」
の
講
師
の
３
人
で
す
。

―
み
な
さ
ん
町
外
か
ら
移
住
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
住
ん
で
み
た
白
糠

の
印
象
は
？

【
上
内
さ
ん
】
こ
ち
ら
に
来
る
前

は
奈
良
県
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
白
糠
は
釧
路
の
近
く
の
町
な

の
で
〝
寒
そ
う
〟
と
か
〝
霧
が
多

そ
う
〟
と
い
う
漠
然
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
し
、
住
み

慣
れ
た
と
こ
ろ
を
離
れ
て
う
ま
く

や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
来
て
み
た
ら
み
な
さ
ん
想
像
以

上
に
温
か
く
て
、優
し
く
て
、あ
っ

と
い
う
間
に
溶
け
込
ん
で
い
け
る

よ
う
な
感
じ
で
す
。

　

た
だ
、
寒
さ
に
は
驚
い
て
い
ま

す
。
７
月
に
灯
油
を
買
い
足
す
こ

と
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
で
す
（
笑
）。
そ
う
い
う
世
界

も
楽
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
が
。

【
古
城
さ
ん
】
思
っ
て
い
た
よ
り

も
ず
っ
と
楽
し
い
で
す
。
人
と
一

緒
に
な
っ
て
何
か
を
作
る
機
会
が

想
定
以
上
に
多
く
て
。

　

こ
こ
に
来
る
前
は
想
像
で
き
な

か
っ
た
で
す
ね
。
楽
し
い
こ
と
が

あ
っ
て
、
人
と
簡
単
に
知
り
合
い

に
な
れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
町

な
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
仲
村
さ
ん
】
以
前
は
恵
庭
市
に

住
ん
で
働
い
て
い
て
、
こ
ち
ら
に

来
る
に
あ
た
っ
て
す
ご
く
悩
み
ま

し
た
。
恵
庭
に
残
る
か
白
糠
に
来

る
か
で
良
い
点
を
書
き
出
し
た

ら
、
残
る
方
が
良
い
点
が
多
く
挙

が
っ
た
の
で
す
が
、
以
前
の
職
場

の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
て
、

残
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
、
新

し
い
こ
と
を
や
る
に
は
今
が
チ
ャ

ン
ス
な
ん
だ
と
思
っ
て
白
糠
に
来

ま
し
た
。

　

来
て
み
た
ら
周
り
の
人
が
み
な

さ
ん
親
切
だ
し
、
素
敵
だ
し
、
来

傍聴席から

こ
の
町
で

上
かみうち

内 智
ともひで

英さん

趣味等：軽登山、キャン
プ、雲の写真を撮ること。
最近は燻製作り。肉・魚
はもちろろん、 何でも燻
して食べてみています。

上内智英◎久遠塾塾長

想
像
以
上
に
温
か
く
て
、
優
し
い
町
（
上
内
）

神奈川県出身

【久遠塾とは】白糠高校魅力化プロジェクトの一つとして、町が白糠高校生を対象として公民館に開塾
した公営塾。名称には校歌等で使用され、生徒に馴染みがある言葉の「久遠」が使用されています。

うれしい！たのしい！久
く

遠
おん

塾！
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｃ
Ｈ

（※１）仲村さんが
文字を書いた団扇
等を販売した他（売
り上げ はすべて赤
十字に寄 付されて
います）、全国にあ
る公営塾の紹介パ
ネルを展示。 厳島神社例大祭で行列係を

務める上内さん
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―
塾
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

公
営
塾
と
普
通
の
学
習
塾
と
の
違

い
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

【
上
内
さ
ん
】
み
な
さ
ん
の
塾
の

イ
メ
ー
ジ
っ
て
、
や
は
り
学
習
指

導
が
中
心
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
民
営
で
あ
ろ
う
と
公
営
で
あ
ろ

う
と
同
じ
で
す
が
、
公
営
塾
は
そ

れ
に
加
え
て
生
徒
と
地
域
、
学
校

と
地
域
を
結
ぶ
役
割
も
担
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
学
習
に
対
す
る

意
欲
で
あ
っ
た
り
、
将
来
の
夢
や

希
望
を
も
て
る
志
を
育
ん
だ
り
。

今
は
ま
だ
闇
の
中
を
歩
い
て
い
る

感
じ
で
す
が
、
塾
に
来
る
生
徒
の

気
づ
き
だ
っ
た
り
学
び
に
つ
な
が

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
古
城
さ
ん
】
民
間
の
塾
だ
と
勉

強
の
成
績
を
上
げ
る
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

公
営
塾
は
勉
強
以
外
の
部
分
、「
社

会
に
出
た
時
に
こ
う
い
っ
た
こ
と

が
大
事
だ
か
ら
、
そ
こ
を
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
」と
か
、そ
う
い
っ

た
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
の
が
民
間

と
の
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

【
仲
村
さ
ん
】
成
績
を
上
げ
る
と

か
、
テ
ス
ト
で
い
い
点
を
と
る
っ

て
い
う
の
も
大
事
で
す
け
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
自
分
の

意
見
を
言
っ
て
み
る
よ
う
な
、
何

か
ひ
っ
か
か
っ
て
一
歩
踏
み
出
す

よ
う
な
、
そ
ん
な
き
っ
か
け
を
こ

れ
か
ら
た
く
さ
ん
散
り
ば
め
ら
れ

た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
上
内
さ
ん
】
全
国
に
あ
る
ほ
か

の
公
営
塾
は
島
だ
っ
た
り
都
市
か

ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
地
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
白

糠
は
釧
路
に
行
こ
う
と
思
え
ば
す

ぐ
に
行
け
る
距
離
で
す
か
ら
、
そ

う
い
う
都
市
周
辺
部
で
公
営
塾
を

や
る
こ
と
は
、
新
し
い
取
り
組
み

に
な
る
と
思
う
の
で
、
や
っ
て
や

る
ぞ
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

―
若
者
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、
久

遠
塾
と
し
て
ど
う
考
え
ま
す
か
？

【
上
内
さ
ん
】
白
糠
に
ず
っ
と
い

る
の
も
あ
り
で
す
が
、
一
度
外
の

世
界
に
出
て
み
る
の
も
よ
い
と
思

い
ま
す
。
何
年
か
先
に
、
い
や
何

十
年
後
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
た
ぶ
ん
こ
こ
に
帰
っ
て
来
る

子
が
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

白
糠
は
ふ
る
さ
と
教
育
を
小
中

で
進
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
食
べ
物
は
美
味
し
い
し
居
心

地
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
よ
そ
の

都
市
や
国
に
行
っ
た
と
き
に
「
白

糠
っ
て
す
て
き
な
と
こ
ろ
だ
っ
た

ん
だ
な
、
白
糠
で
何
か
で
き
な
い

か
な
」
と
思
う
子
ど
も
た
ち
が
増

え
る
よ
う
な
お
手
伝
い
が
で
き
た

ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

―
開
塾
か
ら
３
カ
月
が
経
過
し
て

感
じ
る
こ
と
は
？

【
仲
村
さ
ん
】
勉
強
と
は
別
に
、

相
談
に
乗
っ
て
下
さ
い
と
言
っ
て

く
る
子
も
い
て
、
１
時
間
と
か
２

時
間
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
い
う
面
で
も
久
遠
塾
に

行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が

高
校
生
の
中
に
生
れ
て
く
れ
た
ら

Ｏ
Ｋ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
上
内
さ
ん
】〝
塾
＝
勉
強
〟
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
み
た
い
で
す

が
、
塾
っ
て
自
分
の
学
び
た
い
こ

と
を
学
ぶ
と
い
う
意
味
も
あ
る
の

で
、
そ
れ
こ
そ
人
生
の
悩
み
だ
っ

た
り
、
相
談
の
場
で
あ
っ
て
も
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

勉
強
も
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の

と
こ
ろ
で
も
塾
を
使
っ
て
ほ
し
い

し
、
そ
う
い
う
ア
ピ
ー
ル
も
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
古
城
さ
ん
】
気
軽
に
相
談
に
き

て
く
れ
る
と
い
う
の
は
う
れ
し
い

こ
と
で
す
よ
ね
。
答
え
ら
れ
る
範

囲
で
答
え
た
り
、
聞
き
役
に
徹
す

る
と
き
も
あ
っ
た
り
。

―
白
糠
高
校
と
の
連
携
は
？

【
上
内
さ
ん
】
最
近
は
高
校
に
毎

日
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
塾
生
が
増
え
な
い
こ

と
を
高
校
の
先
生
方
に
相
談
し
た

ら
、
ク
ラ
ス
が
減
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
先
生
の
数
も
少
な
く

て
手
が
足
り
な
い
こ
と
も
あ
り
、

「
い
ろ
い
ろ
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て

も
い
い
で
す
か
？
」
と
い
う
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

テ
ス
ト
前
の
９
月
４
日
に
は
塾
の

ス
タ
ッ
フ
が
高
校
の
中
で
、
国
語

の
出
張
講
座
を
や
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
就
職
試
験
に
向
け

た
模
擬
面
接
の
面
接
官
を
や
っ
た

り
、
履
歴
書
の
志
望
動
機
を
書
く

の
を
手
伝
っ
た
り
。

　

そ
う
い
う
こ
と
の
積
み
重
ね

で
生
徒
と
の
距
離
も
縮
ま
っ
て
、

古城大志
「
じ
ゃ
あ
今
度
は
久
遠
塾
の
方
に

も
来
て
み
る
？
」
と
い
う
感
じ
に

な
れ
ば
い
い
な
、
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
久
遠
塾
を
こ
う
し
て

い
き
た
い
と
い
う
目
標
は
あ
り
ま

す
か
？

【
上
内
さ
ん
】
将
来
的
に
は
小
さ

な
子
ど
も
か
ら
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
、
そ
れ
か
ら
大
学
生
ま
で
、

も
っ
と
言
え
ば
大
人
の
人
達
も
一

緒
に
学
べ
る
よ
う
な
場
所
で
あ
り

た
い
で
す
。

　

こ
の
３
カ
月
の
間
で
も
「
大
人

は
駄
目
な
の
？
」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
っ
て

学
生
だ
け
で
は
な
く
て
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
楽
し
い

こ
と
だ
し
、
自
分
自
身
を
深
め
る

こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
大
人
も
巻
き
込
ん
で
一

緒
に
学
び
合
え
る
場
所
を
作
り
た

い
で
す
ね
。

【
古
城
さ
ん
】
塾
全
体
と
し
て
は

勉
強
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
、
本

当
の
楽
し
さ
に
気
付
け
る
よ
う
な

塾
で
し
ょ
う
か
。
個
人
的
に
は
将

来
の
夢
を
叶
え
る
に
は
努
力
が
不

可
欠
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
努

力
っ
て
辛
い
も
の
で
あ
る
必
要
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が

ら
社
会
に
出
て
行
っ
て
も
困
ら
な

い
よ
う
な
塾
に
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
ね
。

【
仲
村
さ
ん
】〝
想
像
力
こ
そ
思
い

や
り
〟
と
い
う
言
葉
を
心
に
留
め

て
い
る
ん
で
す
が
、
思
い
や
り
っ

て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
こ
の

と
き
は
こ
う
か
な
、
あ
あ
か
な
っ

て
考
え
ら
れ
る
の
が
思
い
や
り
だ

と
思
う
の
で
、
想
像
力
を
つ
け
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
を
読
む
の
で
も
、
映
画
を
見

る
の
で
も
何
で
も
良
い
ん
で
す
け

ど
、
何
か
そ
う
い
う
き
っ
か
け
を

作
っ
て
あ
げ
た
い
し
、
そ
う
で
き

る
よ
う
に
自
分
自
身
も
豊
か
な
人

間
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
町
民
に
ひ
と
言

【
上
内
さ
ん
】
私
た
ち
は
白
糠

の
学
び
の
サ
ロ
ン
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
学
び
を
深
め
る
場
所
で

あ
っ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
町
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
く
れ
る
と
こ
ろ
は
外

に
あ
ま
り
な
い
の
で
、
是
非
上
手

に
私
た
ち
を
利
用
し
て
も
ら
え
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
。
ま
ず
は
塾
生

と
同
様
に
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
９
月
７
日
白
糠
町
公
民
館
に
て
）

仲
なかむら

村 明
あ す か

日香さん

趣味等：『年に１回、海外
旅行』が目標ですが、今
年はまだ何の計画もあり
ません…。趣味は映画観
賞、特技は書道です。

古
こじょう

城 大
だ い し

志さん

趣味 等：鉄 道・読書・将
棋など、 趣味はたくさん
あります。現在、「一生頼
れる先生」を目指し、社
労士試験に挑戦中です。

◆
◆ 
取
材
後
記  

◆
◆

気
軽
に
相
談
に
き
て
く
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
（
古
城
）

想
像
力
こ
そ
思
い
や
り
（
仲
村
）

　

久
遠
塾
３
人
の
講
師
か
ら
は
、

単
に
塾
講
師
と
し
て
で
は
な
く
、

本
当
に
こ
の
町
で
貢
献
し
、
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を

感
じ
ま
し
た
。
各
々
の
人
生
の
選

択
と
決
断
に
感
謝
し
ま
す
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
、
久
遠
塾
と

い
う
土
に
種
を
蒔
い
て
芽
が
出
る

よ
う
「
双
葉
」
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
現
在
通
う
白
高
生
と
い
う
芽

が
将
来
ど
の
よ
う
な
花
や
木
に
な

る
か
、
す
ぐ
に
結
果
を
求
め
ず
、

ま
ず
は
、
養
分
た
っ
ぷ
り
の
土
か

ら
出
た
芽
に
は
、
周
り
の
応
援
と

い
う
水
を
そ
っ
と
長
い
目
で
注
い

で
ほ
し
い
も
の
で
す
。
議
会
も
当

然
、
今
後
も
応
援
し
て
い
き
ま

す
。

仲村明日香◎久遠塾講師 ◎久遠塾講師

『
久く

お
ん
じ
ゅ
く

遠
塾
』
っ
て

　
こ
ん
な
と
こ

　 将 来 の 夢 を 叶える
ために学習できる所で

す。私は最近、理解で
きることが嬉しく、塾

に通う前より学習が楽
しくなりました。　　　　　（１年女子）

静岡県出身

北海道出身

　勉強に集中しやすい

環境が整っていると思

います。勉強の他にも、

進路について相談でき

たりします。

　　　　　（１年女子）

　自分のペースで勉強できます。先生の説明も分かりやすく、成績が上がり、楽しく勉強ができています。　　　　　　　　　　　（１年女子）

う
れ
し
い
！
た
の
し
い
！

久
遠
塾
！

現
役
高
校
生
が
Ｐ
Ｒ

出張授業で講師を務める仲村さん

厳島神社例大祭で天狗の
刀持ちを務める古城さん

想
像
を
超
え
る
明
日
へ
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［あとがき］
　去る９月６日発生の胆振東部地震による犠牲
者のご冥福と被災者の皆様に平穏な日々が一日
も早く訪れますことをお祈り申し上げます。
　過去に経験したことのない全道停電の中、白
糠町に於いては、断水もなく町民生活も概ね２
～３日の辛抱で解消したことに対し関係者に感
謝でいっぱいです。各議員も改めて災害に対す
る備えの重要性を認識いたしました。
　町民が安心・安全に暮らす町づくりには、行
政・関係機関・町民が心をひとつにして行動

することの大切さを実感する
日々です。皆様の声を議員の
私共にお聞かせください。

　　　　　　　　　　　　「日日是好日」を願って。
　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　（小野）

　今号の表紙は、「久遠塾」の講師の３人に
ご登場いただきました▼３人は町内の各イベ
ントにも積極的に参加されていて、11 月 4
日に開催される駅伝競争大会にもエントリー
されたそうです。皆様の熱い声援をお願いし
ます▼裏表紙にご登場いただいた鳥せい白糠
店さんからのＰＲコメント⇒「息子のお嫁さ
んを募集しています。カウンター席もありま
すので、お一人でも気軽にご来店ください」

［今号の表紙］

　今号でご紹介するのは、冷凍肉は一切使用
しない、こだわりの旨みあふれる唐揚げと芳
ばしい香りの炭焼きが人気の「鳥せい白糠店」
さんです。
　お店は開店から今年で 34 年を迎えますが、
当初は「鳥せいチェーン」とは無関係の「と
り清」だった、というのは意外な話。
　平成３年に鳥肉の流通経路が変わった関係
から「鳥せいチェーン」に加わり、お店も以
前の南２丁通りから現在の国道 38 号線沿いに
移転しましたが、その当時は鳥せいの他にパ
ン屋も経営。店主の宍戸儀雄さんと奥さんの
雪枝さんは「ちゃんと寝ているの？」と周囲
が心配するほど、朝に夜に働き続け、二つの
お店を同時に切り盛りしていました。　　
　その後パン屋の経営は知人に譲りましたが、
現在もお二人は父親譲りの寡黙で優しい性格
の長男友樹さんを二代目にすべく、お店の経
営と後継者の育成に日々奮闘しています。

●住所： 白糠町東二条南二丁目
●電話：（２）２７３１
●営業時間：16 時～ 23 時（火曜定休）

【おしらせ】鳥せい白糠店さんからのご提供　～
来店により料理をご注文の際「議会だより見たよ」で、 枝
豆を一皿サービス。（本年 11 月末迄。お一人様一回限り）

［白糠いい店こんな店］ 鳥せい白糠店
Torisei   Shiranuka


